
GUIDE TO YOUR GUIDE TO YOUR 
EVIDENCEEVIDENCE
証拠物の提出に関するご案内



ギネス世界記録保持者になるのは容易なことではありません。記録を達成することは始まりでしかなく、
記録を認定されるには、達成した事実を証明する必要があるのです。

ギネスワールドレコーズから認定されるためには様々な証拠物の提出が必要になります。提出が必要な証
拠物は挑戦する記録によって異なりますが、こちらの証拠物の提出に関するご案内は、ギネス世界記録へ
の挑戦において、そして、挑戦内容を証明する際のガイドとしての役割を果たします。

公式認定員派遣の場合の証拠物について
公式認定員が派遣される挑戦の場合、カバーレターの提出は必要ありません。また、以下の証拠物の提出
も免除される可能性がございます。くわしくは記録管理部までお問い合わせ下さい。
-	 Witness	Statement	(証人による証明書)
-	 Photographic	Evidence	(証拠写真)
-	 Video	Evidence	(証拠映像)
-	 Timekeeper	Statements	(タイムキーパーによる証明書)
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証拠物の提出について 
公式認定員派遣の場合の証拠物について



目次

ギネス世界記録全タイトル共通の証拠物

以下の項目は全てのギネス世界記録への挑戦において提出が必要な証拠物のリストです。挑戦内
容の審査のためギネスワールドレコーズ宛にご提出頂く必要がございます。

Cover Letter（カバーレター）　　　　　　　　　　　　　　　 

Witness Statements x2（証人による証明書×2通）　 　　　　　

Photographic Evidence（証拠写真）　　　　　　　            
 
Video Evidence （証拠映像）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　

挑戦される記録によっては上記全てをご用意頂くことが難しいケースもあるかと存じます。	その
場合は、必ず挑戦を開始する前に証拠物が不足していても申請を続行することが可能か記録管理
部宛にご相談下さい。

記録により提出が義務付けられる証拠物

ギネスワールドレコーズで認定する世界記録は全て詳細なガイドラインに基づいて管理及び審査
がなされています。ガイドラインの中には本書類に記載の基本的な証拠書類に加えて提出が必要
な証拠物が記載されている場合があります。実際に挑戦される際はその記録のガイドラインをご
覧頂き、提出が必要な全ての証拠物をご確認下さい。

Timekeeper Statements
（タイムキーパーによる証明書 - 時間に基づく記録）　　　　　　　

Surveyor Statement 
（測量士による証明書 - 寸法に基づく記録）　　　　　　　　  

Steward Statements
（監視員による証明書 - 参加者多数の記録）　　

12 - 13

14

15
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目次

                         
Log Books
（ログブック - 長時間に渡る記録)　　　　　　　　　　　　

Specialist Witness Statement
 （専門家の証人による証明書 - 専門的な記録） 　

Medical Professional Statement
 （医療の専門家による証明書 - 人体や医療に関する記録）  　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Veterinary Physician Statement
（獣医による証明書 - 動物に関する記録）  

上記リストに加え、審査に有益と思われる証拠物を補足でご提出頂くことも可能です。その際は
必ず補足の証拠物である旨が明確にわかるように印をつけて下さい。

本書類及びガイドラインにて指定された証拠物の提出に不備・不足がある場合、審査の遅延を招
くのみならず、申請が却下される可能性もございます。全ての証拠物が揃っていることを提出前
に必ずご確認下さい。

その他の重要な情報

証拠物のご用意にあたりよくあるご質問と回答（FAQ）を掲載しておりますので、ご参考までに
ご覧下さい。もしこちらに記載されている内容以外でご質問がございましたら、本誌	p.	22記載
の方法で記録管理部までお問い合わせ下さい。

Frequently Asked Questions（よくあるご質問と回答）
COVER LETTER TEMPLATE (カバーレターテンプレート）
STEWARD STATEMENT TEMPLATE (監視員による証明書テンプレート）
WITNESS STATEMENT TEMPLATE (証人による証明書テンプレート）
TIME KEEPER STATEMENT TEMPLATE (タイムキーパーによる証明書 
テンプレート）
LOG BOOK TEMPLATE (ログブックテンプレート）

16

17

18

19

20 - 23
24
25
26
27

28
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証拠物の提出方法

証拠物はギネス世界記録公式ウェブサイトの申請ページよりアップロードしてご提出下さい。
ファイルはまとめずに、一つずつアップロードして下さい。
証拠物アップロード手順：

１） ギネスワールドレコーズ公式ウェブサイトよりご自身のアカウントにログインして下さい。「あなた
の申請」のリストから該当する申請を選択し（一件以上申請されている場合は正しい申請を選択
しているかご確認下さい）ページ中ほどの[Evidence/証拠物]までスクロールダウンして下さい。

２） [Upload	Evidence/証拠物をアップロードする]ボタンをクリックし、画面上の指示に従い操作し
て下さい。センシティブな個人情報が含まれている証拠物を提出される場合、ギネスワールドレコ
ーズ（GWR）がそのデータを処理することに同意を求められます。

３） ガイドラインやEvidence	Requirements（提出が必要な証拠物）に記載された項目を
再度ご覧頂き、提出予定の証拠物に不備・不足が無いか今一度ご確認下さい。

４）必要な全ての証拠物のアップロードが完了しましたら[Complete	and	submit／審査のため
				の全ての証拠物提出する]ボタンをクリックして下さい。こちらの最後のステップ完了まで証拠物
の審査は開始されないため、ご注意下さい。なお、証拠物に不備・不足がある状態で提出された
場合、審査に遅延が生じます。[Complete	and	submit／審査のための全ての証拠物提出す
る]ボタンを、証拠物全てのアップロード前に押してしまうと、それ以降証拠物アップロードがで
きなくなってしまうため、全てのアップロードが完了してから必ず押して下さい。証拠物が全て揃
っていない場合は、	[Save	Evidence	/証拠物を保存して、申請に戻る]ボタンを押すと、データ
が保存され、次回保存された時点から再開することができます。

5) 全ての証拠物は外部のファイル共有サービス（	Youtube	などを含む）は使わずに、ウェブサイ
トに直接アップロードして下さい。アップロードできるファイルのサイズは	1GBまでです。それよ
りも大きい	サイズは、小さくするか、いくつかに分けることをお勧めしております。

証拠物をアップロードする際のポイント：
•	 わかりやすくまとまっていることが重要です。ご提出頂いた証拠物に不明な点がある場合、資料をわか
りやすく作り直して再提出するよう記録管理部より求められる可能性があり、そのような場合は審査
結果のお知らせに遅延が生じます。	

•	 わかりやすいファイル名にして下さい。文字化けを避けるため、ファイル名は日本語ではなく
半角英数字を使用し、ギネスワールドレコーズが使用しているものと同様の用語をご使用下さ
い（例：Cover	Letter、Witness	Statement	2等）。

•	 証拠写真の画像ファイル提出の際、ファイル名には内容のわかりやすい説明を英語で記入頂
くか（例：Preparation、Measurement、Stopwatch	screens）、半角英数字の記号・番
号を各ファイル名にして頂き、番号と対応したわかりやすい説明リストを別途日本語で用意
し、Wordなどの書類としてご提出下さい（例：写真1	-	作成中、写真2	-	最終的な計測）。

•	 書類は種類ごとにまとめて下さい。	また、可能な場合には英語でご記入下さい。
•	 監視員による証明書は、監視員ごとではなく、全員分を一つのファイルにまとめてご提出下さい。
•	 複数会場にて挑戦を行う記録の場合、証拠物を挑戦会場ごとにまとめて下さい。その際、フ
ァイル名に会場名や地名を半角英数字でご記入下さい。

•	 可能であれば証拠物は英語にてご提出下さい。
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カバーレター

カバーレターについて　　

カバーレターとは、あなたの記録挑戦の概要を記録管理部にわかりやすく説明するものです。こ
ちらは他の全ての証拠物が揃った後、最後に記入するのをお勧めします。記録管理部の担当者は
まずこのカバーレターを読み、あなたの挑戦の全体像を理解してから挑戦内容の審査を進めま
す。公式認定員が立ち会わない記録挑戦において、挑戦の全体像をギネスワールドレコーズに伝
える重要な役割をこのカバーレターが果たします。

•  こちらのご案内の最後にカバーレターのテンプレートがございます。  
•  証拠物はガイドラインに明記されていない限り、メートル法をご使用下さい。

カバーレターに含める内容

必要な項目を漏れなく記入するために、ギネスワールドレコーズ指定カバーレターテンプレート
のご使用をお勧めします。カバーレターには以下の項目が含まれている必要があります：

• 誰が記録を達成し、記録保持者として登録されるべきか（国籍と連絡先を含む）
• 何が最終的な記録数値か（寸法・人数・速度等の数値）
• いつ記録挑戦が行われたか（日時）
• どこで記録挑戦が行われたか（会場名や地名、市区町村や国等）
• どのように記録が達成されたか、そしてどのようにしてそれを計測したか
• なぜ記録に挑戦しようと思ったのか、その背景や経緯など
•	 提出する証拠物の詳細なリスト
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証人による証明書

証人による証明書について　
証人による証明書とは、実際の記録挑戦に立ち会った独立した立場※の正当な証人2名が、挑戦内
容を証明するために記入する書類を指します。公式認定員が立ち会わない記録挑戦において独立
した証人は公式認定員の目や耳の代わりを果たします。証人達は挑戦の最初から最後まで立ち会
い、挑戦の様子を監視し、全てのガイドラインに従って挑戦が行われたかを確認し、その詳細を
証明書に記入します。証人による証明書が欠けている場合、記録審査を行うことはできません。

※挑戦する記録によっては、完全に独立した証人の手配が難しいケースがございます（例：医療関係の記録やスポー
ツに関する記録等）。挑戦がこちらに該当する可能性がある場合、ガイドラインをご確認頂くか、記録管理部にお問

い合わせ下さい。

•  こちらのご案内の最後に証人による証明書のテンプレートがございます。

独立した証人とは

独立した証人とは、挑戦者や参加者、イベントの企画運営者や挑戦会場等と全く関係の無い人物
を指します。また、挑戦によって生じるあらゆる利益に無関与である必要があります。
また、	特定の専門機関に属している人に証人として立ち会って頂く必要な記録挑戦の場合（国立のスポ
ーツ機関の関係者である場合等）を除き、証人は互いに無関係である必要があります（勤め先が同じまた
は関連企業である場合は不可）。

証人による証明書に含める内容

専門家による証明書が必要な場合（ガイドラインをご確認下さい）を除き、ギネスワールドレコー
ズ指定の「Witness	Statement	/	証人による証明書」のテンプレートに証人自身が記入する必要
があります。

•	 証明書内に証人の連絡先（氏名、電話番号、Emailアドレス）を全て記入して下さい。証明書
記載内容の確認のためギネスワールドレコーズよりご連絡させて頂くケースがございます。有
効な連絡先の記載が無い証明書は認められません。

• 全ての項目を詳細に記入して下さい。証明書にはガイドラインが全て理解・遵守された上で記
録挑戦が行われたということを明記する必要があります。また、具体的な記録内容や数値、そ
の計測者や計測方法、記録に影響する情報も全て記載して下さい。最終的な数値を記入するだ
けでは証明書として認められません。

• 証人自身が自分の言葉を使って記入して下さい。事前に挑戦者や企画・運営者が用意した記
入済みの証明書に証人が署名するだけでは、証明書として認められません。また、各証人の独
立	した目線からの証言が不可欠である為、証人同士で用意した一枚の証人証明書にそれぞれが署名
する、ということも認められません。明らかに証人自身が自分の言葉で書いていないと思われるも
の、あるいは複数の証人が同一の文面を提出した場合、証明書として認められません。
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証人による証明書

どのような人物が証人として認められるか

• ギネスワールドレコーズ公式認定員	-	ギネスワールドレコーズ公式認定員が挑戦イベントに立
ち会う場合、その場で挑戦内容の審査を行い、新記録が達成された際はすぐに記録達成を宣言
することが可能です。こちらのサービスをご利用頂くと、公式認定員が証人の代わりを果たす
ため、提出の必要な証拠物が少なくなります。提出の必要な証拠物については担当の公式認定
員とご確認下さい。	
公式認定員の派遣は有料サービスです。詳細につきましてはこちらのページのフォー	ム
よりお問い合わせ下さい：http://www.guinnessworldrecords.jp/records/the-
application-process/invite-an-adjudicator

• 地域で活動している、独立した立場のプロフェッショナル	-	お住まいの地域の弁護士や行政団
体の人物、会計士や警察官などが例にあげられますが、挑戦者や主催団体と利害関係のない独
立性が担保された方で、厳正な審査が可能な信頼に足る16歳以上の人物であれば、特定の社
会的立場、資格に関わらず証人となっていただくことができます。（一部の専門知識を必要と
する記録挑戦を除く）。証人として不適当な例として、多数の参加者が集うイベントで職務を
行っている警備員の方等が挙げられ	ます。警備の職務遂行に注意が割かれ、証人としての務
めが満足に果たされない為です。	

• 独立した監査法人や専門機関	-	記録挑戦者あるいは企画・運営者と契約を結んだ、独立した立
場で記録挑戦に立ち会う法人あるいは機関がこちらに該当します。参加者が5,000人を超える
Mass	Participation（参加者多数の記録）においては法人単位の証人の立ち会いが必須となり
ます。	証人は16歳以上の者とします。

証人による証明書は何通必要か

基本的には、挑戦ごとに最低でも2名の証人が立ち会い、それぞれが証人による証明書を提出す
る必要があります（つまり証人による証明書は計2通必要です）。挑戦する記録によっては２通以
上の証明書が必要なケースもございますので、ガイドラインをご確認下さい。

証人が3名以上必要な記録例：
• 4時間以上にわたる記録挑戦	-	記録挑戦の際は常時少なくとも2名の証人が立ち会う必要があ
りますが、証人の集中力や判断力の低下を防ぐ為、	最長でも一回当たり	4時間のシフト制を取る
ようにして下さい。その後同じ証人が休憩後に続けることは可能です。	

• 大旅行や探検に関する記録（例：特定の地点間を移動する最速記録、特定の移動手段のみを用
いて移動した最長距離等）-	これらの記録はスタートだけでなく移動の途中やフィニッシュ地
点でも証人の立ち会いが必要です。
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証拠写真

証拠写真について
最終的な記録数や、ガイドラインに沿って挑戦が行われた事実、独立した立場の証人の証言内容を確認
するため、全ての記録挑戦において写真を提出して下さい。
記録内容がはっきりと写された高画質の写真を送付頂ければ、あなたの記録がギネスワールドレコーズの
書籍や公式ウェブサイト（www.guinnessworldrecords.jp）の記事に掲載される可能性が高くなり
ます。ただし、写真を送って頂くことで皆様の記録が掲載されるという確約ではございませんので、予め
ご了承下さい。

どのような写真が必要か
挑戦内容の審査の際に証拠として扱われるため、挑戦時の重要な場面を収めて下さい。同じく証拠物
としてご提出頂く映像でとらえる挑戦の様子を追いつつ、その内容を補足するように撮影して下さい。ま
た、挑戦の異なる段階（準備、挑戦、結果）をそれぞれ写真に収める必要があります。それぞれの段階に
おいてガイドライン上重要な点を逃さない様、徹底して下さい（例：使用しているアイテムが市販品である
証明、材料の計量の様子、証人が立ち会っている様子等）。

証拠写真のコツ：
• 色々な種類を含めましょう -	多様な位置・角度からの撮影、挑戦の異なる段階の撮影（スタート、挑
戦中、フィニッシュ、挑戦後等）を心がけて下さい。

• スケール観がわかるようにしましょう –	多数の参加者で記録に挑戦したり、世界で最も大きな何か
を作るのであれば、そのスケールが伝わるように写真を撮影して下さい。大きな造形物は通常のサイ
ズのものと並べて撮影した写真を含めましょう。

• アクションを捉えましょう	-	挑戦者の動きや挑戦の最中の様子を明確に捉えた写真を撮影して下さい。
• 活き活きとした記録にしましょう - ウェブサイト上に載る記録には、カバーイメージが付きます。横型
の、780	x	497サイズの、記録を代表するような写真をご用意ください。	

提出する写真の形式
証拠写真の画像ファイル提出の際、ファイル名には内容のわかりやすい説明を英語で記入頂くか（例：Pr
eparation、Measurement、Stopwatch	screens）、半角英数字の記号・番号を各ファイル名にして頂
き、番号と対応したわかりやすい説明リストを別途日本語で用意し、Wordなどの書類としてご提出下さい
（例：写真1	-	作成中、写真2	-	最終的な計測）。	また、zip形式のファイルの使用はご遠慮下さい。	証
拠映像のスクリーンショットを証拠写真として提出することはできません。

提出可能な写真のフォーマット
JPEGまたはPNGフォーマットのみ受け付けております。HEICフォーマットは受け付けておりませんの
で、iPhoneで撮影される場合は、設定から互換性優先を選択いただき、写真がJPEGフォーマットである
ことをご確認下さい。	
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証拠映像

証拠映像について
記録管理部が審査を行う際、挑戦内容の確認や、証人による証明書の記述内容を判断する材料として、
挑戦の様子を最初から最後まで明確に映した映像は重要な証拠物となります。

どのような映像が必要か
•	 挑戦の長さに関わらず、必ず挑戦の最初から最後までを撮影して下さい。

•	 マラソン（耐久）記録など長時間にわたる挑戦の場合、カメラのバッテリーやメモリーカード、
テープを交換する必要が生じることが予想されます。交換中に映像が途切れてしまわないよ
う、交代で使用できる2台目のカメラをご用意下さい。

•	 挑戦が1時間以上にわたる場合、挑戦中の重要な部分を示す必要があります。重要な部分が捉
えらている時間帯をリストにし、別途ご提出下さい。

•	 カメラは挑戦の様子にフォーカスしている必要があります。審査時に挑戦内容が明らかに見て取れる
映像をご用意下さい。

•	 映像内に最終的な記録の測定の様子が全て映されている必要があります（例：参加者多数の記録の
場合は参加者をカウントしている様子、重量に基づく最大の食べ物の記録の場合は計量の様子、また
は腕立て伏せを測っているカウンターの映像など）。

• ガイドラインに指定されている事項全てが映っている必要があります。例として、最大の食べ物に関
する記録の場合は準備段階もガイドラインで規定されている為、準備段階からの映像が必要です。

• 挑戦の簡単な紹介を映像の最初に含めることをお勧めします。挑戦者個人や団体の名前、申請番号、
どの記録に挑戦するのか、また証人の自己紹介などを含めて下さい。

•	 挑戦の音が聞こえるようにするため、BGMなどはミュートまたは除去して下さい。
•	 携帯電話で録画する場合は、縦型ではなく横向きに録画することをお願いしております。	

追加映像証拠物 
記録挑戦の全体像をわかりやすくするため、以下の映像もアップロードもご検討下さい。
•	 設営の様子のタイムラプス、又は大きな設営が必要な場合そのメイキングシーン
•	 失敗した練習の映像
•	 記録挑戦後の祝賀の様子
•	 コレクション記録の場合は、コレクションの説明や、それぞれの物語のツアー映像
これらの映像がありますと、弊社のSNSプラットフォームで挑戦を紹介する確率が上がります。
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証拠映像

提出する映像の形式
映像ファイルはPCで再生できるフォーマットであれば基本的に受け付けますが、推奨されるフォーマット
は以下になります。

•	 MPEG	4	
•	 MOV	
•	 HEVC	
•	 MKV	
•	 3GPP	
•	 アスペクト比:	4:3	又は	16:9	
•	 フレームレート:	25	fps	or	23.98	or	29.97	
•	 携帯で撮る映像の場合:	横型（縦型ではなく）
•	 4Kの映像は受け付けておりません。

注意・iphoneで撮影する場合は、設定に行き、互換性優先を選択下さい。Apple社はフォーマットのアッ
プデートを頻繁に行うため、こちらのシステムでも映像が確認できるようにするために、ご協力をお願い
致します。

・1GB以上のファイルはアップロードが行えないことがございます。解像度を下げることはお勧めしてお
りませんので、ファイルを小さく分割し、それぞれのファイルを5秒ほど重複させた上で、ご提出下さい。そ
の場合、ファイル名は順番がわかるように、Video	1,	Video	2など、数字で順番を明記して下さい。
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記録により提出が義務付けられる証拠物 
タイムキーパーによる証明書 - 時間に基づく記録

タイムキーパーによる証明書が必要な記録

時間に基づく全ての記録において2名のタイムキーパーによる証明書が必要です。マラソン記録
（「最も長い時間何かを行う」という耐久記録）や、「制限時間内に最も多く何かを行う」記録
等もこちらに含まれます。タイムキーパーによる証明書は、証人による証明書に加えて別途必要
です。ただし、制限時間が1時間以上に設定された「制限時間内に最も多く何かを行う」記録カテ
ゴリーでは、証人達がタイムキーパーを兼任することが例外として認められます。

タイムキーパーの役割について

タイムキーパーは、時間に基づく記録挑戦において、時間が正しく計測される為に重要な役割を
果たします。時間に基づく記録は時間の計測に誤りがあると認定ができません。	独立した証人の	
役目は挑戦を集中して監視することであるため、時間の計測はタイムキーパーが行う必要があります。

「最も速く何かを行う」記録の場合は、0.01秒単位の正確なタイムを計れるストップウォッチを
用い、２名のタイムキーパーがそれぞれタイムを計測し、少しでも誤差が生じた場合は2つのタイ
ムの遅い方を公式タイムとしてご提出下さい。

「制限時間内に最も多く何かを行う」記録の場合は、1分間や24時間等の設定時間を2名のタイム
キーパーが0.01秒単位の正確なタイムを計れるストップウォッチまたはタイマーにて計測します。
タイムキーパーは大きな音や声でタイムのスタート・ストップの合図を出す必要があります。

制限時間1時間以上の「制限時間内に最も多く何かを行う」記録に挑戦する場合、証人達がタイム
キーパーを兼任することが認められます。ただし、どのようにして正確な時間を計測したのかを
証人による証明書内に明記する必要があります。
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記録により提出が義務付けられる証拠物 
タイムキーパーによる証明書 - 時間に基づく記録

タイムキーパーによる証明書に含める内容

• タイムキーパーの氏名と連絡先
• タイムキーパーとしての資格や経験についての詳細
• 挑戦記録の説明
• 挑戦の行われた日時と場所
• 何を用いてどのようにタイムを計測したかの説明
• ガイドラインに従って計測した最終的なタイム

タイムキーパーによる証明書は、タイムキーパー自身が自分の言葉を使って記入する必要があり
ます。

独立した証人がタイムキーパーの役割を兼任する場合（制限時間1時間以上の「制限時間内に最も
多く何かを行う」記録が対象）は証人による証明書のみの提出でも認められますが、その際はタ
イムキーパーによる証明書で記入が義務付けられている上記の項目も併せて記載する必要があり
ます。

あなたの挑戦にタイムキーパーの立ち会いが必要か不明な場合は記録管理部までお問い合わせ下
さい。 こちらのご案内の最後にタイムキーパーによる証明書のテンプレートがございます。

どのような人物がタイムキーパーとして認められるか

タイムキーパーとしての経験や資格を有する人物である必要があります。例として、地域の陸上
クラブに所属している人物や、スポーツの審判・コーチ、体育教師などが挙げられます。
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記録により提出が義務付けられる証拠物 
測量士による証明書 - 寸法に基づく記録

測量士による証明書が必要な記録

最大のモザイクやオブジェ、最も高い建造物や構造物、最長のチェイン等、寸法に基づく全ての
記録において測量士による証明書が必要です。これらの記録の証明には、正確な寸法を測量士が
ガイドラインに従って計測することが求められます。測量士は、特定の距離における記録挑戦でも
必要となります。（100ｍの距離を移動する記録など）
何かのアイテムを作ることに関するギネス世界記録は基本的に寸法に基づいて審査されます（例
外もございますので、詳しくはガイドラインをご覧下さい）。そのため、独立した証人2名の立
ち合いの下、測量士が正確にその寸法を計測し、証明書を発行する必要があります。この際、証
人は	計測の様子を捉えた映像証拠物を提出し、	自身の立ち会った計測の様子とその計測値を証明書
に記入する必要があります。
すべての測量はガイドラインに特筆していない限り、メートル法にて測量するものとします。

測量士とは

測量士の資格を有する人を指します。建築士や、測量を専門とする講師、土地家屋調査士等も、
記録の対象となるものの測量経験が豊富であれば認められます。もし測量士の人選についてご質問
がある場合は、記録管理部までお問い合わせ下さい。

測量士の証明書に含める内容

• 担当測量士の氏名と連絡先
• 挑戦の詳細（日時、場所、計測結果、証拠になるその他の情報）
• 自身が挑戦に立ち会った際の役割
• 測量士としての経歴
• 資格証明書（測量証明書と共に測量士資格証明書のコピーの提出が必須です）
• 計測結果の詳細（ガイドラインに従って計測した寸法の全てをメートル法及びヤード・ポンド
法で記載することが必要です）

• 計測に使用した機器や方法の説明（最終結果に至った経緯なども含めて下さい）	

測量士が所属している測量士事務所などのレターヘッドを使用して発行されている必要があります。

あなたの挑戦に測量士の立ち合いが必要か不明な場合は記録管理部までお問い合わせ下さい。 
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記録により義務付けられる証拠物
監視員による証明書 - 参加者多数の記録

監視員とは
参加者多数の記録、つまり、参加者の人数に基づく記録や大勢で何かを行う記録に挑戦する場合、ガイド
ライン通りに記録挑戦を行った参加者の正確な人数を把握することが重要になります。単にイベントに
参加した人数ではなく、ガイドラインに従って挑戦を行い、成功した人数を確認するため、監視員と呼ば
れる独立した存在が50名の参加者につき最低でも1名立ち会う必要があります（記録によってはより多く
の監視員を必要とするものもありますので、詳しくはガイドラインをご確認下さい）。この監視員が、自身
の担当したグループの中で正しく挑戦を行っていなかった失格者の確認を行います。
その場にいる人々の積極的な参加が必要な記録挑戦、また、チケット制のスタジアムで行われる	挑戦イ
ベントなどの参加者多数の挑戦には、監視員が必要です。挑戦したい記録が監視員が必要かどうかはガ
イドラインをご確認下さい。
監視員は独立した立場であり、下記の条件を満たしている必要があります。
・			16歳以上であること。
・			記録挑戦者とは関係の無い、独立した人間であること。
・			記録を挑戦する組織と友人関係、家族関係が過去現在を含め無い人物であること。
•   こちらのご案内の最後に監視員による証明書のテンプレートがございます。

監視員による証明書に含める内容
•	 各監視員の連絡先（ギネスワールドレコーズより確認のために連絡を取る可能性があるため有効な連
絡先をご記入下さい）

•	 挑戦に立ち会った日時
• カウント方法（自身の担当したグル―プ内の総人数や失格者の人数をどのようにして把握したか記載
して下さい）

•	 自身のグループにいた参加者の総人数
•	 自身のグループ内で失格になった参加者の人数と失格の理由
•	 ギネス世界記録への挑戦に関するガイドラインを企画・運営者より提供され、その内容を理解してい

たという証言 

監視員による証明書の提出
監視員による証明書は、挑戦終了後に監視員達が記入し、独立した証人達に提出して下さい。証人達は
全体の参加者人数から監視員達が失格にした人数を引いて、ガイドライン通りに参加した最終的な人数
を確認します。すべての監視員による証明書は証拠物としてアップロードする必要があります。

あなたの挑戦に監視員の立ち合いが必要か不明な場合は、記録管理部宛にお問い合わせ下さい。 
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記録により提出が義務付けられる証拠物 
ログブック - 長時間に渡る記録

ログブックが必要な記録

1時間以上挑戦が続く記録の場合、ログブックが必要になります（大旅行や探検等の長期間にわ
たる記録挑戦も含まれます）。長時間にわたる挑戦において、いつ・どこで・何が達成されたの
か、証拠映像と併せてギネスワールドレコーズが確認するために必要な証拠物となります。特に
マラソン系（スポーツ以外の耐久記録を含む）の記録の場合、休憩や挑戦のタイミング、ガイド
ラインに沿って挑戦が行われていたか等を確認する重要な証拠物になります。こういった記録の
ログブックは独立した立場の証人が管理・記入を行います。大旅行や探検など長距離の移動を含
む記録の場合、挑戦を行う個人やチーム、あるいはサポートチーム等が、挑戦期間の最初から最
後までログブックの記入を担当します。

•  こちらのご案内の最後にログブックのテンプレートがございます。こちらのテンプレートは
 「XXをし続けた最長タイム」の挑戦にのみ使用できます。
• 「XXをし続けた最長タイム」以外の挑戦で挑戦時間が1時間を超える場合はご自身でテンプレ
 ートをお作り下さい。もし疑問点がある場合は、記録管理部までお問い合わせ下さい。

ログブックに含める内容

•	 24時間以内に完了する記録の場合、少なくとも1時間ごとに、その1時間に何が行われたのか
を記入する必要があります。

•	 予想外の事態が起きた場合（例：天候による遅延、怪我、機器の故障等）時間と共にその詳細
を記入する必要があります。

•	 マラソン（耐久）記録に関しては、スタートとストップ時点、そして休憩のタイミングを記入
する必要があります。

•	 その他ガイドラインに明記された項目をご記入下さい。挑戦する記録毎に記入する項目が異な
るため、必ずガイドラインをよくお読み頂き、そちらに沿ってログブックを作成して下さい。		
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記録により提出が義務付けられる証拠物
専門家による証明書 - 専門的な記録

専門家による証明書について

全てのギネス世界記録への挑戦において、それぞれの記録に関する専門知識を持った証人に立ち
会いを依頼することをお勧めしております。ただし、様々な記録が存在する中で、専門家が存在
しない場合も想定される為、必ずしも専門家による証明書が求められる訳ではございません。

専門家による証明書が必要な記録

挑戦する記録毎に発行されるガイドラインに、専門家の立ち合いが必要であるか、またその場合はどの
ような専門家の立ち会いが必要か明記されて	います（例：ラグビーボールの最速スローという記録の場
にはラグビーのコーチが証人として立ち会うこと、等）。	専門家は必ず挑戦の最初から最後まで立ち会
い、証明書を提出しなければなりません。専門家の立ち会いが必須の場合、専門家による証明書
をその他の証拠物と併せて提出することが義務付けられます。また、記録内容の専門性によって
は、専門家が１名あるいは両名の証人の代わりとして立ち会う場合と、２名の証人に加えて専門
家の立ち会いが必要な場合がございます。挑戦する記録のガイドラインをご確認下さい。	

あなたの挑戦に監視員の立ち合いが必要か不明な場合は、記録管理部宛にお問い合わせ下さい。

専門家による証明書に含める内容

• 専門家としての経歴
•	 挑戦における技術的な面全てがガイドライン指定の基準を充たしていたことの確認とその説明
• 専門家であることの証明 -	記録によって資格証明のコピーを求められる場合がありますので、
専門家による証明書と共にご提出下さい。ガイドラインに明記されていない場合、最低でも名
刺を提出して頂く必要があります。	

専門家も独立した証人の一人として立ち会うため、挑戦者や挑戦自体、またその主催・企画・運
営者及びもう1名の独立した証人とは無関係の人物である必要があります。また、専門家による
証明書には証人による証明書と同じ内容が含まれている必要があります。

通常の証人による証明書の内容に加え、専門家による証明書は、上記の内容を記載した上で専門
家が所属する団体のレターヘッドを使用して発行する必要があります。

証明書に含めるその他の内容については前述の証人による証明書の項目をご覧下さい。
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記録により提出が義務付けられる証拠物
医療の専門家による証明書 - 人体や医療に関する記録

医療の専門家による証明書が必要な記録
ご申請の審査に際して医療の専門家による証明書が必要になる記録の種類は以下の通りです：	

人体に関する記録: 人体の計測に関する記録全てにおいて、証人2名の立ち会いの下、医療の専門家によ
る計測が必要になります。ガイドラインを参照し、必要な計測値を記入した証明書を提出して下さい。医
師や生理学者など記録内容に適した資格を持つ人物が立ち会い、専門家による証明書と共に、資格証明
もご提出下さい。この種の記録において医療の専門家による証明書は証人による証明書の代わりとはな
らず、別途提出が必要となります。

医療関係の記録: ギネスワールドレコーズでは、個人の治療歴に関する記録も少数取り扱っております（
例：特定の手術を受けた後の生存年数、摘出した臓器のサイズ等）。この種の記録は積極的に挑戦する
類の記録ではないため、独立した証人の立ち会いは求められません。そのため、現場に立ち会った、ある
いは証拠物となる書類の取り扱いが可能な医療の専門家による証明書の提出が必要になります。医療
の専門家による証明書が必要な場合は、どのような専門家によるどのような書類が必要か、ガイドライン
に記載されております。これらの記録においては少なくとも２名の医療の専門家による証明書が必要とな
り、それらが独立した証人による証明書2通の代わりを果たします。しかしながら、医療の分野において
は通常の証人に求められる独立性の基準が担保されないことも想定されるため、可能な限り3名以上の
専門家から証明書をご提出頂くことを推奨しております。

医療スクリーニングに関する参加者多数の記録： 参加者多数で行う医療スクリーニングに関する全て
の記録挑戦において、少なくとも1名の医療の専門家が立ち会い、スクリーニングが正しい手順と方法で
行われたことを確認して証明書を発行する必要があります。こちらの場合「専門家」	としての立ち会いと
なりますので、16ページ記載の全ての項目に従って頂く必要があります。

あなたの記録挑戦に医療の専門家の立ち会いが必要か不明な場合は、記録管理部までお問い合わせ
下さい。

医療の専門家による証明書に含める内容
•	 担当した医療関係者の氏名と連絡先
• 資格証明	-	医療の専門家による証明書と共にライセンス番号のわかる資格証明のコピーもご提出下
さい。

•	 自身が挑戦に立ち会った／確認作業を行った際に果たした役割
•	 医療の専門家としての経歴
• 挑戦の詳細	–	ガイドラインで規定されている内容に沿って挑戦が行われたか、挑戦の場所、日時、挑
戦に関連して行われた措置、達成した数値、達成した数値を確認した方法、数値確認のために使用さ
れた計測器や装置の詳細

医療の専門家による証明書は担当した専門家が所属する病院や団体のレターヘッドを使用して発行して
下さい。
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記録により提出が義務付けられる証拠物
獣医による証明書

獣医による証明書が必要な記録

獣医による証明書は、動物に関する記録全てにおいて必要になります。こちらの書類で、挑戦す
る動物が成年（ガイドラインに明記されていない限り通常満１歳以上）であり、健康であることを証
明する必要があります。

動物に関する記録には、上記に加え、より詳細な内容の証明を獣医が行う必要のあるものもあり
ます。そのような記録はガイドラインに証明の必要な内容が記載されますが、下記に代表例を記
します。こちらの例の場合、提出が必要な獣医による証明書は1通のみですが、以下の情報に加
え、挑戦する動物が健康な成年であることも記載する必要があります。

動物のサイズに関する記録:	動物のサイズに関する記録全てにおいて、2名の独立した証人の立ち
会いの下での獣医による計測が必要になります。獣医は2名の独立した証人の代わりとはなりませ
ん。

動物の年齢に関する記録:	ギネスワールドレコーズでは動物の年齢に関する記録を多数扱っており
ますが、これらは積極的に挑戦する類の記録ではないため、挑戦期間中、独立した証人の立ち会
いは求められません。そのため、証拠物となる書類の取り扱いが可能であり、かつ科学的方法で
年齢を証明可能な（例：歯科健診）	獣医による証明書の提出が必要になります。

あなたの記録挑戦に獣医の立ち会いが必要か不明な場合は、記録管理部までお問い合わせ下さい。

獣医による証明書に含める内容
•	 担当した獣医の氏名と連絡先
• 資格証明	–	獣医による証明書と共にライセンス番号のわかる資格証明のコピーもご提出下さい。
•	 自身が挑戦に立ち会った／確認作業を行った際に果たした役割
•	 動物に関する専門家としての経歴
• 挑戦の詳細	–	ガイドラインで規定されている内容に沿って挑戦が行われたか、挑戦の場所、日時、挑
戦に関連して行われた措置、達成した数値、達成した数値を確認した方法、年齢、動物の種別やブリー
ド、家畜の識別証明、数値確認のために使用された計測器や装置の詳細	
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よくあるご質問と回答 （FAQ）

ご提出いただく証拠物について

1)  証拠物の提出に関するアドバイスはありますか。
挑戦内容を証明するのに充分な証拠物を用意するのは挑戦者の責任です。挑戦を行う前に、ご自
身が挑戦される記録のガイドライン及び提出が必要になる証拠物の確認を徹底して行うことをお
勧め致します。証拠物の準備には時間をかけ、提出物の内容はよく確認しましょう。証拠物のほ
とんどは、挑戦終了後に用意することが不可能になるため、事前の準備が必須です。ギネス世界
記録に挑戦する際は、挑戦そのものに匹敵する程、証明作業が重要な役割を果たします。提出す
る証拠物は、わかりやすく整理し、見やすい形式にして下さい。

2) 最終的に出来上がった作品を送る必要はありますか。また、計測に使用した機器
を送る必要はありますか。
ガイドラインで指定されていない限り、提出は不要です。サイズが大きかったり、貴重であった
り、壊れやすい作品が多いため、作品自体を送付頂くことは基本的にございません。しかしなが
ら、少なくとも挑戦内容の審査結果が出るまでは、作品をお手元に置いておいた方が良いでしょ
う。再度計測が必要になったり、追加で証拠物が必要になる可能性があるためです。

3) メディアで報道された内容も証拠物に含めた方がよいですか。
新聞や雑誌に掲載された記事の切り抜きや、ウェブサイトのURL、テレビ番組の録画、ラジオ番
組の録音などをお送り頂くことも可能です。ただし、こちらの提出は必須ではございません。

4) ガイドラインが届いてから挑戦や証拠物の提出までに期限は設けられていますか。
はい。ガイドラインが送られてから基本的には一年間が挑戦から証拠物提出までの有効期限とな
ります。記録は常に更新される可能性があり、また、ガイドラインの見直しも常時行われている
ため、ルールが改定される可能性もございます。ガイドラインや現行記録の詳細が届いてから挑
戦や証明作業までに時間がかかった場合、記録が更新されていたり、ルールが変更になっている
ケースがございます。そのため、記録挑戦を行う直前に、ギネスワールドレコーズ公式ウェブサ
イト上のご申請ページより最新の記録情報をご確認下さい。なお、申請の有効期限が切れる際は
自動メールでお知らせします。
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よくあるご質問と回答 (FAQ)

5)  証拠物の審査にはどれだけ時間がかかりますか。
ご利用される申請サービスの種類や審査が行われる時期によって変動致します。ご申請の際に行われる
申請内容の審査と、記録に挑戦後お送り頂く証拠物の審査に要する時間は同程度となりますので、ギネス
ワールドレコーズ公式ウェブサイトをご確認下さい。なお、記録によってはギネスワールドレコーズのコン
サルタントや専門家との確認が必要になり、審査に通常よりお時間を頂くことがあります。証拠物の内容
に漏れがあったり、繁忙期の場合も同様に審査にお時間を頂くことがあります。

6)  審査を早めることは可能ですか。
有料申請にアップグレードすることで申請の審査と証拠物の審査をスピードアップすることが可能です。
有料サービスの詳細はギネスワールドレコーズの公式ウェブサイト	
（www.guinnessworldrecords.jp）よりご覧頂けます。サービス内容や料金に関してしての詳細は、
https://www.guinnessworldrecords.com/contact/priority-products-enquiryからご
確認いただけます。

7)  証拠物審査を優先サービスにアップグレードする方法とタイミングを教えて下さい。
証拠物を正常に提出された後、アップグレードを行うことができます。	アカウントにログイン後、証拠物
審査を早めたい申請を選択し、「「証拠物審査・優先サービス」にアップグレード」をクリックして下さい。
優先サービスは全てのアプリケーションに使用できるとは限りません。オプションが表示されない場合、
そのアプリケーションは優先サービス使用不可となっている可能性がございますので、ご了承下さい。
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よくあるご質問と回答 (FAQ)

記録に関するご質問

1)  自分の申請の審査状況はどこから確認できますか。
ご申請の審査状況はギネスワールドレコーズ公式ウェブサイト
（www.guinnessworldrecords.jp/account/login）よりアカウントにログインすることで
ご確認頂けます。1件以上ご申請の場合は、該当の申請を選択してステータスをご確認下さい。	
または、申請ページ内のフォームより記録管理部宛にお問い合わせ下さい。

2) ガイドラインや証拠物に関して質問があります。
ガイドラインに関してご不明な点がある場合は記録管理部にお問い合わせ頂くことをお勧めします。	お
問い合わせ頂く事で申請が却下される可能性が軽減される場合がございます。アカウントにログ
イン後申請ページ内のフォームより記録管理部に直接ご連絡頂けます。記録管理部からの返答も
同フィールドに表示されます。返答がされた際はEメールにて通知が送信されます。

3) 記録管理部への問い合わせ方法を教えて下さい。
記録管理部にコンタクトする方法は、アプリケーション内のフォームのみからのみとなっております。	
記録管理部へのお問い合わせ方法は以下の通りです。

申請ページからのお問い合わせ：ギネスワールドレコーズ公式ウェブサイト	
www.guinnessworldrecords.jp/account/loginよりアカウントにログイン後、該当のご申請をご
選択の上、申請画面下部の通信欄よりお問い合わせ内容をご送信下さい。こちらよりお問い合わせ頂
いた内容は記録管理部の担当者に直接届きます。返信までに頂戴するお時間はギネスワールドレ
コーズ公式ウェブサイト上でご案内しております。

4) 挑戦する記録の最新情報はどこで確認できますか。
ギネスワールドレコーズ公式ウェブサイトよりアカウントにログインし
（www.guinnessworldrecords.jp/account/login）該当のご申請をクリック頂くと、現行
記録の詳細もしくは、記録として認められるために超えなくてはならない標準記録（ミニマム）を確認でき
ます。
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よくあるご質問と回答

5)   1つの申請で複数の記録に挑戦できますか。
いいえ。ご申請頂いた内容に合わせて、1つの記録のみをご案内しております。複数の記録に挑戦
したい場合は、別途ご申請頂く必要があります。アカウント登録がお済みの場合は、アカウント
にログイン後、ダッシュボードの「記録を申請」からご申請を作成頂けます。一度に最大	15個ま
でのアプリケーションを作成することができます。

6) 挑戦が失敗した場合、挑戦し直すことは可能ですか。
もちろんです。ギネス世界記録へ挑戦なさる方々の多くは、幾度もチャレンジを重ねています。
ただし、1つのご申請につき挑戦の審査は一度のみのシステムとなっております。そのため、挑戦
結果が却下された場合は、新規に申請を作成し、ガイドラインを入手して挑戦する、というプロ
セスを再度踏んで頂く必要があります。
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1) 記録名: (例：最も背の高い犬)

3) 現在のギネス世界記録または標準記録（あなたの挑戦前の数値）： (例：453.59	kg	/	1000	lb)

4) あなたが挑戦して達成した記録（あなたの数値）： (例：680.39	kg	/	1500		lb)

6) 記録挑戦に関する詳細をお知らせ下さい（別紙添付可): 7) 挑戦した内容の審査に必要な下記証拠物をギネスワールドレコ
ーズ宛に提出します:

2) 申請番号: (ギネスワールドレコーズからのメールに記載)

挑戦が行われた場所:  

挑戦日:  /  /  (年/月/日)

その他:
•	 なぜこの記録に挑戦したのか
•	 記録挑戦イベントの説明
•	 どのようにして挑戦内容を計測したか（例：メジャーホイールや業務用
スケール、カウンターを使用して、等）
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COVER LETTER TEMPLATE （カバーレターテンプレート）

5) この記録挑戦がギネス世界記録に認定された場合新しい記録挑保持者となるのは：

姓（漢字とローマ字）:  

名（漢字とローマ字）: 

団体／企業名: 

国籍: 

性別:   男      女     その他 

8) このカバーレターに記入した方の情報：

姓： 

名： 

日付：  /  /  (年/月/日)

証人による証明書

証人の氏名: 

証拠映像

証拠写真

ガイドラインに書かれた記録に特化した証拠

その他（詳細を記載して下さい）



国：

市区町村（漢字とローマ字）：

2) 監視員の連絡先情報：

3) 挑戦が行われた場所：

1) 宣言：

氏名（漢字とローマ字）： 

メールアドレス： 

電話番号： 

挑戦が行われた会場名： 

私、  （氏名）は、ギネス世界記録の挑戦に関する監視員としての役目を果たしたため、
下記の証明書を提出します。
記録名： 申請番号：

4) 記録挑戦中、いつからいつまで立ち会いましたか（日付、時間）： 

6) あなたが数えた参加者の合計人数を記載して下さい。又、どの
ようにして参加者の人数を数えたか記載して下さい：

7) あなたが数えた参加人数のうち、何名がガイドラインに沿って
挑戦に臨んでいましたか（合計から失格者を除いた人数）：

5) 監視員としてどのような役割を果たしましたか：

私はギネスワールドレコーズより本記録挑戦に関しての問い合わせがあった際は、対応する義務があることを理解しこれを了承します。 

署名（肉筆）：  日付：  /  /  (年/月/日)

8) あなたが数えた参加人数のうち、失格となった人数、又その理
由を記載して下さい：
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STEWARD STATEMENT TEMPLATE （監視員による証明書テンプレート）



WITNESS STATEMENT TEMPLATE （証人による証明書テンプレート）

2) 証人の連絡先情報：

6) 挑戦が行われた場所：

1) 宣言：

3) 証人として、あなたは何を見／計り／判断しましたか：

4) 証人の専門分野や資格に関する詳細： 8) この証人による証明書に記入した方の情報：

5) 最終的に計測／確認した数値：

7) 記録挑戦中、いつからいつまで立ち会いましたか（日付、時間）：

姓（漢字とローマ字）：  

名（漢字とローマ字）： 

団体／企業名： 

会場名：  

国／都道府県： 

市区町村： 

私、  （氏名）は、本記録の挑戦、そして挑戦者から企画・運営者、及び参加者と
いかなる形でも利害関係が無いことを誓います。第三者という立場から、以下のギネス世界記録への挑戦に証人として立会い、確認
した内容を証明します。

私はギネスワールドレコーズより本記録挑戦に関しての問い合わせ
があった際は、対応する義務があることを理解し、これを了承します。

署名（肉筆）： 

日付：  /  /  (年/月/日)

国籍： 

メールアドレス： 

電話番号： 

記録名： 申請番号：
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TIME KEEPER STATEMENT TEMPLATE （タイムキーパーによる証明書）

2) タイムキーパーの連絡先情報：

6) 挑戦が行われた場所：

1) 宣言：

3) タイムキーパーとして、あなたは何を見／計り／判断しましたか：

4) タイムキーパーの経験や資格に関する詳細： 8) このタイムキーパーによる証明書に記入した方の情報：

5) 最終的に計測／確認した数値：

7) 記録挑戦中、いつからいつまで立ち会いましたか（日付、時間）：

姓（漢字とローマ字）：  

名（漢字とローマ字）： 

団体／企業名： 

会場名：  

国／都道府県： 

市区町村： 

私、  （氏名）は、いかなる形でも利害関係が無いことを誓います。第三者という
立場から、以下のギネス世界記録への挑戦に証人として立会い、確認した内容を証明します。

国籍： 

メールアドレス： 

電話番号： 

記録名： 申請番号：
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私はギネスワールドレコーズより本記録挑戦に関しての問い合わせ
があった際は、対応する義務があることを理解し、これを了承します。

署名（肉筆）： 

日付：  /  /  (年/月/日)
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LOG BOOK TEMPLATE （ログブックテンプレート）

活動

休憩

〇〇回目

〇〇回目

立ち会った証人１

立ち会った証人１※2

名前

名前

署名（肉筆）

署名（肉筆）

※2  証人は４時間以上立ち会えません。

立ち会った証人２

立ち会った証人２※2

名前

名前

署名（肉筆）

署名（肉筆）

開始時間

開始時間

使用可能な時間 (単位：分)

今回休憩した時間 (単位：分)

繰り越す時間 (単位：分)

終了時間

終了時間

活動した時間
(時間:分)

累計休憩時間 ※1

(単位：分)

※1  １時間継続して挑戦しなければ、挑戦１時間ごとの休憩５分間は生じません。



活動

休憩

〇〇回目

〇〇回目

立ち会った証人１

立ち会った証人１※2

名前

名前

署名（肉筆）

署名（肉筆）

※2  証人は４時間以上立ち会えません。

立ち会った証人２

立ち会った証人２※2

名前

名前

署名（肉筆）

署名（肉筆）

開始時間

開始時間

使用可能な休憩時間 (単位：分)

今回休憩した時間 (単位：分)

繰り越す時間 (単位：分)

終了時間

終了時間

活動した時間
(時間:分)

累計休憩時間 ※1

(単位：分)

※1  １時間継続して挑戦しなければ、挑戦１時間ごとの休憩５分間は生じません。

こちらのログブックは長時間耐久記録の例です。挑戦の内容ごとにフォーマットを作成ください。
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19:45
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LOG BOOK TEMPLATE - FILLED EXAMPLE （ログブックテンプレート 記入例）
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	fill_13: 
	fill_1_11: 
	fill_2_4: 
	fill_3_4: 
	fill_4: 
	fill_5: 
	comb_1: 
	undefined: 
	undefined_2: 
	fill_6: 
	fill_14: 
	fill_15: 
	fill_7: 
	fill_8: 
	comb_4: 
	undefined_4: 
	undefined_5: 
	fill_1_12: 
	fill_12_2: 
	fill_11_2: 
	fill_2_5: 
	fill_3_5: 
	fill_4_2: 
	fill_5_2: 
	fill_7_2: 
	fill_6_2: 
	fill_8_2: 
	fill_13_2: 
	fill_14_2: 
	fill_15_2: 
	fill_17: 
	fill_16: 
	fill_9: 
	undefined_6: 
	undefined_7: 
	comb_3: 
	fill_1_13: 
	fill_14_3: 
	fill_13_3: 
	fill_2_6: 
	fill_3_6: 
	fill_4_3: 
	fill_5_3: 
	fill_6_3: 
	fill_7_3: 
	fill_15_3: 
	undefined_8: 
	fill_8_3: 
	fill_9_2: 
	fill_10_2: 
	fill_17_2: 
	fill_18_2: 
	fill_11_3: 
	comb_1_2: 
	undefined_9: 
	undefined_10: 
	fill_1_14: 
	fill_14_4: 
	fill_13_4: 
	fill_2_7: 
	fill_3_7: 
	fill_4_4: 
	fill_5_4: 
	fill_6_4: 
	fill_7_4: 
	fill_15_4: 
	undefined_11: 
	fill_8_4: 
	fill_9_3: 
	fill_10_3: 
	fill_17_3: 
	fill_18_3: 
	fill_11_4: 
	comb_1_3: 
	undefined_12: 
	undefined_13: 
	fill_2_8: 
	fill_8_5: 
	fill_9_4: 
	fill_10_4: 
	fill_11_5: 
	fill_12_3: 
	fill_13_5: 
	fill_14_5: 
	fill_3_8: 
	fill_16_2: 
	fill_17_4: 
	fill_4_5: 
	fill_5_5: 
	fill_6_5: 
	fill_18_4: 
	fill_19: 
	fill_20: 
	fill_21: 
	Check Box1: Off
	Check Box2: Off
	Check Box3: Off
	Check Box4: Off
	Check Box5: Off
	Check Box6: Off
	Check Box7: Off
	Check Box8: Off
	fill_7_5: 


